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医療機関における子ども虐待の対応に関する一考察
－医療従事者に対するインタビュー調査をもとに－
A study on the treatment of Child Abuse in Medical Institutions：






































































































分類 質問項目 名前 内容
初期のコード 状況 焦点化コード


























































































































































































































































































































































































































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 35 症状 22
保護者 34 疑う 21
児童相談所 33 説明 21
通告 32 家族 20
相談 30 連携 19
確認 29 判断 18
入院 28 安全 18
分離 26 環境 18




協力 or 援助 or 傾聴 or 受容
＊子どもの安全確保
命 or 安心 or 守る or 保障
＊児童相談所への通告
連絡 or 相談 or 確認 or 協議
＊分離的介入
































































































































医 療 機 関 
                













  ・児の身体状況の診察(「身体診察のポイント」(p3)参照) 
   ・保護者：児への接し方・医療機関の指示の受入状況 
(2) 診療時の問診  
   ・外傷がある場合：日時・外傷の原因・外傷時の具体的状況 
  ・過去の乳幼児健診受診や予防接種歴 
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